
 

 

 

■ 学校の共通目標                   【ＨＰ公開用・様式１・令和７年５月１９日】 

授業作り 
重 

点 

主体的・対話的で深い学びにつながる学習指導を展開し、資質・能力を身に付けさせる

と共に、確かな学力の向上を目指す。 

環境作り 
校内研究を通して、望ましい人間関係を形成し、集団の一員として学級や学校における

諸問題を解決しようとする自主的・実践的態度を育てる。 

■ 学年の取組について 

学 

年 

学習状況の分析 

（各種調査から） 

学校が取り組む目標 

（日常の授業の様子から） 

目標達成のための取組 

 

１ 

学 

年 

 

 

・ひらがなの書き順やとめ・はね・は

らいなど、字形を整えて丁寧に書

く意識をもたせる。 

・場面の様子を理解し、スムーズに音

読できるようにする。 

 

 

 

・数の大小の関係性を理解できるよ

うにする。 

・場面を理解して正しく立式できる

ようにする。 

①空書きで書き順をしっかり 

確認する。 

②音読活動を授業や宿題です

すんで取り入れ、読む力の

指導の充実を図る。 

③図書館スタッフと協力して

様々な種類の本に触れる機

会を設ける。 

④ブロックなどの具体物を操

作する学習活動を展開す

る。 

⑤ICT 機器を活用（視覚的理

解）する。 

⑥デジタルドリルや算数ワー

クを活用する。 

 

２ 

学 

年 

 ・気持ちや様子を表す言葉など、様々

な言葉の表現を知り、使えるよう

にする。 

・助詞を正しく使い、伝えたいことを

文で表現する。 

・漢字の筆順や使い方を身に付ける。 

・数の位やまとまりを意識して問題

に取り組めるようにする。 

①分からない言葉は全体で調

べて確認したり、複数の表

現を確認してから作文を書

く活動に入ったりするな

ど、言葉に触れる機会を意

図的に取り入れる。 

②デジタルドリルや算数ドリ

ル・漢字ドリルを活用した

反復学習に取り組む。 

③具体物や図を活用して視覚

的にとらえたり、考えを表

したりできるようにする。 

 

３ 

学 

年 

・正確な四則計算の能力の向
上が必要である。  

 
 

・自分の意見や考えを紙面に
正しく表現する力の向上が
必要である。  

・日々の反復学習により、四則計算の
定着を図っていく。  

・日々の学習による漢字の定着を図
る。  

・様々な教科で自分の考えや思いを

書く活動を取り入れる。 

①デジタルドリルを活用した
反復学習に取り組む。  

②漢字の視写の時間を確保す
る。   

③自分の考えや学習の感想を
書く機会を積極的に取り入
れる。 

④学習の中で自分の意見を学
級全体や小グループで伝え
合う機会を確保する。 
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４ 

学 

年 

・言葉の読み書きや意味、使い
方についての定着が必要で
ある。 

 
・正確な四則計算や長さや面
積の測定に課題がある。 

 

・意味調べをする時間を意図的に作
る。 

・日々の学習による漢字や計算の定
着を図る。 

・数の位やまとまりを意識して問
題に取り組めるようにする。 

・長さや面積などの量感を身に付
ける。 

①デジタルドリルやドリルを
活用した反復学習に取り組
む。  

②言葉と意味をまとめるノー
ト「言葉の宝箱」を作成し
ていく。 

③数値を計算しやすいものに
変えたり、具体物を用いた
りしながら、解き方を理解
できるようにする。 

④長さや面積を実感できる
ように、算数的活動を充実
させる。 

 

５ 

学 

年 

・国語では、「書くこと」「読

むこと」の力の向上が必要

である。 

 

 

 

 

・算数では、「数と計算」「図

形」の領域の力の向上が必

要である。 

・内容の中心や段落ごとの要点を整

理しながら読むことが必要であ

る。 

・辞書や読書の活用などで語彙力の

向上が必要である。 

・自分の意見や考えを表現する力の

育成が必要である。 

・計算の決まりを正しく理解し、正

確に計算できる力が必要である。 

・図形の特徴を整理し、正確に作図

することのできる力が必要であ

る。 

①既習内容（漢字・計算）の

反復練習に取り組む。 

②図書館スタッフと協力して

様々な種類の本に触れる機

会を増やす。 

③デジタルドリルを中心とし

た様々な学習ツールを積極

的に活用する。 

④文章構成を意識した上で自

分の考えを書く機会を確保

する。 

⑤三角定規、分度器、コンパ

スなどの道具を使う機会を

意図的に取り入れる。 

 

６ 

学 

年 

・国語「言葉・情報・言語文化」

と「書くこと」の２領域につ

いて力を伸ばす必要がある。 

 

・漢字の読み書きについて力

を伸ばす必要がある。 

 

・算数では、特に「数と計算」

「図形」「データの活用」の

単元での力を伸ばす必要が

ある。 

・様々な言語に触れる活動を日常の

中に多く設定し、言語感覚を養う。 

・様々な教科で自分の考えや思いを

書けるようにする。 

・漢字学習を日常的に継続して行い、

既習漢字について定着できるよう

にする。 

・算数では、「数と計算」「図形」「デ

ータの活用」の既習事項に触れる

機会をもつことで、学習内容の定

着を図るようにする。 

 

 

①既習内容（漢字・計算）の

反復練習に取り組む。 

②デジタルドリルを中心とし

た様々な学習ツールを積極

的に活用する。 

③個に合った学習環境を整え

る。 

④自分の考えや意見を文章化

する機会を増やす、スピー

チにすすんで取り組む。 

⑤算数では、授業の際に具体

物を活用して空間的なイメ

ージをもてるようにした

り、数の概念について繰り

返し振り返ったりする。 

特 

別 

支 

援 

 

 

  

 

 


